
  

１．平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 
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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  83  14.0  △59 ―  △57 ―  39 ― 

22年３月期第１四半期  73  47.6  △107 ―  △113 ―  △104 ― 

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  358  13  356  23

22年３月期第１四半期  △955  12 ― 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  1,688  1,612  94.5  14,640  21

22年３月期  1,804  1,531  84.1  13,909  06

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 1,596百万円 22年３月期 1,516百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期 ―        0 00 ―      0 00  0  00

23年３月期 ―      

23年３月期（予想）  0 00 ―      0 00  0  00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  207  △15.0  △98 ―  △98 ―  1 ―      9  17

通期  513  △15.1  △98 ―  △99 ―  △1 ―  △9  17



４．その他（詳細は、［添付資料］3ページ「その他の情報」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

新規    ―社 （社名）                        、除外   ―社  （社名） 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：無 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開

示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続きは終了しています。 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）2ページ

「（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 109,075株 22年３月期 109,075株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 14株 22年３月期 14株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 109,061株 22年３月期１Ｑ 109,061株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結会計期間における当社グループの業績は、売上高 千円（前年同期73,400千円）、営業損

失59,099千円（前年同期107,607千円）、経常損失57,516千円（前年同期113,638千円）、四半期純利益39,058千円

（前年同期は四半期純損失104,166千円）となりました。 

セグメント別の業績は、次のとおりであります。  

① 遺伝子破壊マウス事業 

遺伝子情報売上（TG Resource Bank®）及び遺伝子破壊マウス作製受託サービスが順調に推移し、売上高は

47,451千円、営業利益は5,001千円となりました。 

② 抗体事業 

当第１四半期連結会計期間よりサービスを再開した抗体作製受託売上は伸び悩みましたが、抗体製品販売は

堅調に推移し、売上高は11,628千円となりました。また、診断薬シーズとなるバイオマーカー探索の研究開発

費を計上したことから、営業損失は10,454千円となりました。 

③ 試薬販売事業 

サイトカイン及び輸入試薬販売が順調であったことから、売上高24,578千円、営業利益4,335千円となりま

した。  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第１四半期連結会計期間末は、流動資産 千円（前連結会計年度末比67,496千円減少）、固定資産

円（同48,281千円減少）、流動負債 千円（同105,063千円減少）、固定負債 千円（同92,175千

円減少）、純資産合計 千円（同81,460千円増加）となり、総資産は 千円（同115,777千円減

少）となりました。 

当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動によるキャッシュ・フローは△70,703千円（前年同期△103,395千円）となりました。この主な要因

は、税金等調整前四半期純利益45,285千円（前年同期は税金等調整前四半期純損失102,473千円）に対して、投

資有価証券売却益106,250千円を計上したこと等によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

資金運用を目的とした信託受益権の満期償還による収入600,000千円、投資有価証券の売却による収入106,250

千円などにより、投資活動によるキャッシュ・フローは708,494千円（前年同期△838,711千円）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果支出した資金及び得られた資金はありません。 

上記のキャッシュ・フローに、連結除外に伴う減少額42,560千円を調整した結果、当第１四半期連結会計期間末

における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ595,230千円増加し、1,041,587千円（前年同期577,379

千円）となりました。 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 当社グループは、当第１四半期連結会計期間において投資有価証券売却益106百万円を特別利益として計上して

おります。これに伴い、平成22年5月14日の決算発表時に公表した平成23年3月期（平成22年4月1日から平成23年3

月31日）の連結業績予想及び個別業績予想を平成22年8月2日付で修正・公表しております。その後、業績は概ね予

定通りに推移しており、現時点において業績予想の変更はございません。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

83,658

1,126,618

562,180 53,270 23,026

1,612,501 1,688,798



（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 該当事項はありません。    

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

資産除去債務に関する会計基準の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月

31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31

日）を適用しております。 

これにより、営業損失及び経常損失は、それぞれ178千円増加し、税金等調整前四半期純利益は3,626千円減

少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は15,419千円であります。 

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

当社グループは、継続的な営業損失及び営業キャッシュ・フローのマイナスを計上しております。当該重要事象

を解消するため、当第１四半期連結会計期間におきましても、前期に引き続き収益構造の改善、研究開発テーマの

絞込み等を実施した結果、当第１四半期連結会計期間の営業損失は59,099千円と前年同期に比べ45%縮小すること

ができました。 

今後も、収益基盤の強化および積極的ライセンス活動の展開により、業績の改善を図ります。資金につきまして

も、当第１四半期末時点での現金及び預金と有価証券の合計額は1,041,587千円であり、財務面に支障はないもの

と考えております。  

以上のことから、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断し、「継続企業の前提に関する

注記」の記載には至りませんでした。   

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 641,587 456,357

受取手形及び売掛金 54,378 85,395

有価証券 400,000 600,000

商品及び製品 8,808 11,017

仕掛品 9,999 10,629

原材料及び貯蔵品 4,431 11,308

その他 7,541 19,885

貸倒引当金 △129 △478

流動資産合計 1,126,618 1,194,115

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 450,332 468,457

減価償却累計額 △125,540 △133,859

建物及び構築物（純額） 324,791 334,597

その他 296,796 350,343

減価償却累計額 △296,796 △332,198

その他（純額） － 18,145

有形固定資産合計 324,791 352,742

無形固定資産   

のれん 173,839 176,584

その他 － 2,800

無形固定資産合計 173,839 179,384

投資その他の資産   

その他 63,549 85,285

貸倒引当金 － △6,950

投資その他の資産合計 63,549 78,334

固定資産合計 562,180 610,461

資産合計 1,688,798 1,804,576



（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 3,287 17,465

1年内返済予定の長期借入金 － 35,892

未払金 21,582 44,892

未払法人税等 3,622 12,222

賞与引当金 1,530 6,373

受注損失引当金 4,348 3,827

その他 18,898 37,660

流動負債合計 53,270 158,333

固定負債   

長期借入金 － 103,782

資産除去債務 15,506 －

その他 7,519 11,420

固定負債合計 23,026 115,202

負債合計 76,297 273,535

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,855,225 4,855,225

利益剰余金 △3,257,569 △3,337,224

自己株式 △1,782 △1,782

株主資本合計 1,595,874 1,516,218

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 802 717

評価・換算差額等合計 802 717

新株予約権 11,935 10,537

少数株主持分 3,890 3,567

純資産合計 1,612,501 1,531,040

負債純資産合計 1,688,798 1,804,576



（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 73,400 83,658

売上原価 34,170 41,128

売上総利益 39,230 42,530

販売費及び一般管理費 146,837 101,630

営業損失（△） △107,607 △59,099

営業外収益   

受取利息 1,365 660

為替差益 － 537

保険解約返戻金 5,197 －

その他 140 788

営業外収益合計 6,703 1,986

営業外費用   

持分法による投資損失 12,732 402

その他 1 －

営業外費用合計 12,734 402

経常損失（△） △113,638 △57,516

特別利益   

投資有価証券売却益 － 106,250

新株予約権戻入益 11,164 －

特別利益合計 11,164 106,250

特別損失   

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 3,448

特別損失合計 － 3,448

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△102,473 45,285

法人税、住民税及び事業税 1,004 1,104

法人税等調整額 － 4,799

法人税等合計 1,004 5,903

少数株主損益調整前四半期純利益 － 39,381

少数株主利益 688 323

四半期純利益又は四半期純損失（△） △104,166 39,058



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△102,473 45,285

減価償却費 5,217 4,791

のれん償却額 2,744 2,744

株式報酬費用 493 1,397

貸倒引当金の増減額（△は減少） △14 7

受取利息及び受取配当金 △1,365 △663

為替差損益（△は益） 0 －

持分法による投資損益（△は益） 12,732 402

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 3,448

保険解約損益（△は益） △5,197 －

投資有価証券売却損益（△は益） － △106,250

新株予約権戻入益 △11,164 －

売上債権の増減額（△は増加） 6,342 △4,445

たな卸資産の増減額（△は増加） △13,783 4,543

仕入債務の増減額（△は減少） △5,111 △2,203

未払金の増減額（△は減少） △5,053 △2,951

その他の資産の増減額（△は増加） 20,102 6,975

その他の負債の増減額（△は減少） △3,882 △20,847

小計 △100,412 △67,766

利息及び配当金の受取額 2,365 776

法人税等の支払額 △5,349 △3,714

営業活動によるキャッシュ・フロー △103,395 △70,703

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の取得による支出 △700,000 －

有価証券の償還による収入 － 600,000

関係会社株式の取得による支出 △153,000 －

投資有価証券の売却による収入 － 106,250

貸付金の回収による収入 266 271

敷金の回収による収入 － 1,972

保険積立金の解約による収入 14,022 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △838,711 708,494

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △942,107 637,790

現金及び現金同等物の期首残高 1,378,300 446,357

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 141,185 －

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 － △42,560

現金及び現金同等物の四半期末残高 577,379 1,041,587



該当事項はありません。  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

 （注）１．事業区分の方法 

事業区分については、サービス及び製品の種類を考慮して分類しております。 

２．各事業に属する主要サービス及び製品の内容 

  

〔所在地別セグメント情報〕 

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

〔海外売上高〕 

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年6月30日） 

海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

〔セグメント情報〕 

１ 報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。 

当社グループは、製品・サービス別のセグメントから構成されており、「遺伝子破壊マウス事業」、「抗体事

業」及び「試薬販売事業」の３つを報告セグメントとしております。 

「遺伝子破壊マウス事業」は、TG Resource Bank®等の遺伝子情報の使用権許諾や遺伝子破壊マウス作製受託を

行っております。「抗体事業」は、抗体製品販売、抗体作製受託、ＧＡＮＰ®マウスのライセンスアウト、診断薬

に向けた腫瘍マーカーの開発を行っております。「試薬販売事業」は、ライフサイエンス研究支援のための研究用

試薬の仕入・販売を行っております。  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
遺伝子破壊

マウス事業 
（千円） 

抗体事業 

（千円） 

試薬販売 

事業 
（千円）  

その他事業

（千円）  

計 

（千円） 

消去又は 

全社 
（千円） 

連結 

（千円） 

売上高    

(1）外部顧客に対する売

上高 
 39,826  9,685  22,125  1,762  73,400 ―  73,400

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
― ― ― ― ― ― ― 

計  39,826  9,685  22,125  1,762  73,400 ―  73,400

営業利益又は 

営業損失（△） 
 2,129  △31,022  1,143  297  △27,451  △80,155  △107,607

事業区分 主要サービス及び製品

遺伝子破壊マウス事業 遺伝子破壊マウス作製及び当該マウスにかかる遺伝子機能情報等の提供 

抗体事業 抗体の開発、製造及び販売 

試薬販売事業 試薬の仕入、販売 

その他事業 生殖工学技術研修等 



２ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日） 

３ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項） 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び基礎的研究開発費であります。 

４ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

（追加情報） 

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３月

27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月21

日）を適用しております。 

該当事項はありません。   

  （単位：千円）

  
報告セグメント

合計遺伝子破壊
マウス事業 

抗体事業 試薬販売事業 

売上高         

外部顧客への売上高  47,451  11,628  24,578  83,658

セグメント間の内部売上高又は振替高 ― ― ― ― 

計  47,451  11,628  24,578  83,658

セグメント利益又は損失（△）  5,001  △10,454  4,335  △1,117

  （単位：千円）

利益 金額   

報告セグメント計  △1,117

全社費用（注）  △57,982

四半期連結損益計算書の営業損失（△）  △59,099

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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